












































































































































































XM-1
 ビブラートのON/OFFをMIDIで行うには？

 1999/03/15 開発技術部　渥美

 ●まずNRPNの受信スイッチを「オン」にします。

 １．[EDIT GLOBAL]を押します。画面は"G1 MASTER TUNE"になります。
 ２．[PAGE↑]を数回押して、"G3 MIDI 4 NRPN"にします。
 ３．[VALUE]を押して、"NRPN ON"にします。
 ４．[EDIT GLOBAL]を押して、プレイモードに戻ります。

 ●インプリメンテーションの読み方
 　取扱説明書P.77を見ると、ビブラートOn/Offの項目は

NO. FUNCTION       CODE(HEX)  DATA(HEX)
 24  Vibrato ON/OFF 17         OFF:00 ON:7Fとなっています。

 　これでは何のことやら分かりませんので、具体的にMIDI
 シーケンサから送信する方法を説明します。

 まずNRPN MSB(コントロールチェンジ99)とLSB(同98)を送って
 「これから送るのはVibrato On/Offだよ」と宣言します。

 XM-1はNRPNをチャンネル１(詳しく言うとUPPERパートのチャンネル）
 でのみ受信しますので、シーケンサの送信チャンネルを１にして下
 さい。そして次のように打ち込みます。

 例：
EVENT       VAL
 CONTROL  98   0 ←NRPN LSBは常に"0"にします。
 CONTROL  99  23 ←NRPN MSBにCODE HEXの値17hを10進数で入力します。
 CONTROL   6 127 ←DATA MSBで"ON"(127=7Fh)を指定します。

 　大抵のシーケンスソフトは１０進数で数値を表現していますが、
 XM-1の説明書は１６進数で記載されていますので読み替える必要が
 あります。

以上
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